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 原子力災害に対する対応体制の充実・強化 

①取組の方針 
 

 原子力災害対策の拡充 
   
  本年3月に発生した福島原発の事故

を踏まえ、地方公共団体等が行う消
防防災対策についての調査・検討を
行うとともに、地方公共団体等への
助言等を行い、対応能力の向上を図
る。 

＜参考＞最近の主な取組 

   

 「原子力施設等における消防活動対策マニュアル」（平成16年3月）作成 
 「原子力施設等における除染等活動要領」（平成17年3月)作成 
 「原子力施設等における消防活動対策マニュアル－地震対策編－」 （平成20年2月）作成 

 「原子力施設における消防訓練のあり方について」（平成21年2月）作成 

 「原子力施設における現場指揮本部の設置・運営マニュアル」（平成21年12月）作成 

 「スタート！ＲＩ 119 ～消防職員のための放射性物質事故対応の基礎知識～」（平成23年3月）作成 

 放射性物質災害対応用資機材の緊急消防援助隊登録消防本部への配備（平成23年3月） 

②主な施策（2４年度概算要求額：１１百万円） 

       （23年度予算額：7百万円） 

 

 原子力災害対策の拡充に要する経費 

   
 平成13年に策定した、原子力施設等に
おける消防活動対策についてとりまとめた
マニュアルの見直しのための検討を行う。 
 

 国、道府県の原子力防災訓練や情報連絡
会議等において、地方公共団体等に対して、
必要な助言等を行い、原子力災害時の消防
活動能力等の向上を図る。 



 福島原発において活動を行った消防職員の健康管理 

①取組の方針 
 

 福島原発活動消防職員の健康管理 
   
  福島原発事故において緊急消防援

助隊として放水活動を行った消防職
員の長期的な健康管理を行う。 

②主な施策（24年度新規事業） 
  

 福島原発活動消防職員の健康管理に要する
経費 
 
緊急消防援助隊として福島第一原子力発電

所3号機使用済燃料プールに対する放水活動
を行った消防職員について、健康診断の実施、
健康データの管理等を行う。 

緊急消防援助隊による3号機への 
放水（東京消防庁HPより） 福島第一原子力発電所で活動中の 

緊急消防援助隊（東京消防庁HPより） 
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